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Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
情
報
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
番

組「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

し
て
い
る
石
田
英
司
氏
が
2
0
1
4
年
度

に
通
年
で
講
義
を
行
っ
た
。

　

石
田
氏
は
13
年
度
よ
り
追
手
門
学
院

大
学
客
員
教
授
に
就
任
、連
続
講
義
や

公
開
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。14
年
度
は

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

と
し
て
、社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
授
業「
社
会

人
の
基
礎
」で
、「
ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
解
く
」

「
株
価
か
ら
企
業
を
見
る
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
授
業
を
展
開
し
た
。

　

1
月
8
日
（
木
）
の
授
業
で
は

「
2
0
3
0
年
の〝
働
く
〞を
考
え
る
」を

テ
ー
マ
に
、記
者
時
代
の
取
材
秘
話
な
ど

を
交
え
、わ
か
り
や
す
く
時
事
を
解
説
。

約
40
名
の
受
講
生
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
15

年
後
の
姿
を
予
想
し
な
が
ら
、多
様
化
す

る
日
本
の
労
働
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」で

お
な
じ
み
、客
員
教
授

石
田
英
司
氏
が
連
続
講
義

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

今
開
か
れ
て
い
る
通
常
国
会
で
、

選
挙
権
を
18
歳
以
上
に
改
正
す
る

法
案
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。成
立

す
れ
ば
、来
年
夏
の
参
議
院
議
員
選

挙
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。選
挙
権
を
持
つ
年
齢
を
引
き
下

げ
る
の
は
、1
9
4
5
年
に
、そ
れ
ま

で
の
25
歳
か
ら
20
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
て
か
ら
70
年
ぶ
り
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

諸
外
国
で
は
、選
挙
制
度
が
あ
る

国
の
約
8
割
が
18
歳
以
上
と
い
う
こ

と
な
の
で
、国
際
的
に
も
当
た
り
前
の

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、少
し
考
え
て
お
き
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、20
歳
代
の
投

票
率
が
、他
の
ど
の
年
代
の
投
票
率

よ
り
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。69
年

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
、初
め
て

年
代
別
の
投
票
率
で
最
下
位
に
な
っ

て
以
来
、昨
年
の
総
選
挙
に
至
る
ま

で
、16
回
連
続
で
最
下
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。実
に
、45
年
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
言
え
ば
、69
年
の
20
代
の

投
票
率
は
6
1
･
8
9
％
で
し
た
が
、

93
年
に
4
7
･
4
6
％
と
な
っ
て
以

来
、50
％
を
切
り
続
け
て
い
ま
す
。最

近
の
総
選
挙
で
は
30
％
代
に
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

い
っ
た
い
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う

か
。昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
後
、新
聞
や
テ
レ
ビ
の
街
頭
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
聞
か
れ
る
若
者

の
意
見
で
は
、「
政
治
に
関
心
が
な
い
」

18
歳
選
挙
権

「
誰
が
議
員
に
な
っ
て
も
同
じ
」「
わ

か
ら
な
い
」「
自
分
た
ち
の
要
求
が
通

ら
な
い
」な
ど
悲
し
く
な
る
よ
う
な

言
い
分
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。彼
ら

の
本
音
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、こ
の
よ
う
な
報
道
が
さ
れ
る
と
、

若
者
が「
若
者
は
み
ん
な
こ
ん
な
感
じ

だ
か
ら
、政
治
に
は
無
関
心
で
い
い
の

だ
」と
い
う
風
潮
を
は
び
こ
ら
せ
る
危

険
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
実
生
活
や
将
来
の
日
本

の
在
り
方
は
、政
治
の
決
定
に
大
き

く
左
右
さ
れ
ま
す
。経
済
政
策
、消

費
税
、格
差
拡
大
、T
P
P
、年
金
、

社
会
福
祉
、集
団
的
自
衛
権
、自
衛

隊
の
海
外
派
遣
、選
挙
制
度
等
々
数

え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。若

者
た
ち
の
将
来
を
拘
束
し
て
し
ま
う

こ
と
が
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、女
性
に
参
政
権
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。納
税
の
額
に
よ
っ

て
参
政
権
が
差
別
さ
れ
て
い
る
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。今
で
は
、参
政
権
は

基
本
的
人
権
の
重
要
な
要
素
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在

の
参
政
権
の
状
態
は
、先
人
た
ち
が

闘
い
と
っ
て
き
た
、文
字
通
り
血
と

涙
の
結
晶
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
な
る
と
い

う
機
会
に
、学
生
の
み
な
さ
ん
が
、政

治
と
選
挙
に
つ
い
て
調
べ
、考
え
る
こ

と
を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
学
長

福
島 

一
政

T
o
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キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
遺
跡

調
査・整
備
が
完
了

　

学
内
に
は
古
代
の
遺
跡
が
２
つ
存
在
す

る
。一つ
は「
将
軍
山
第
１
地
点
遺
跡
」。今

回
の
調
査
で
壷
の
棺
が
埋
設
さ
れ
て
お

り
、古
墳
時
代
よ
り
前
に
で
き
た
墳
墓
だ

と
判
明
し
た
。珍
し
い
例
で
、茨
木
市
周

辺
に
点
在
す
る
古
墳
の
原
型
と
の
見
方

も
あ
る
。も
う
一つ
は
、中
・
高
等
学
校
内
に

あ
る「
真
龍
寺
古
墳
」で
、6
世
紀
後
半
の

も
の
と
推
定
。こ
の
地
の
有
力
者
の
お
墓

と
考
え
ら
れ
、副
葬
品
の
多
く
は
盗
掘
さ

れ
て
い
る
が
、須
恵
器
や
耳
輪
な
ど
一
部
は

本
学
に
保
管
し
て
い
る
。1
月
15
日（
木
）、

両
遺
跡
整
備
が
完
了
し
、お
披
露
目
会
を

開
催
。「
将
軍
山
第
１
地
点
遺
跡
」は
平
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で
一
般
公
開
中

（
本
学
の
定
め
る
休
日
を
除
く
）。「
真
龍

寺
古
墳
」の
見
学
は
事
前
予
約
が
必
要
。

●
問
い
合
わ
せ
／
広
報
課

☎
0
7
2
・
6
4
1
・
9
5
9
0

2
0
1
4
年
度

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」報
告
会

華
道
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
よ
り
表
彰

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、そ
の
名
の
通

り
、地
域
社
会
や
企
業
な
ど
、学
外
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
も
連
携
・
協
働
し

な
が
ら「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
む

科
目
で
、２
０
１
４
年
度
か
ら
開
始
し

た
。
春
学
期
4
つ
、
秋
学
期
6
つ
の
個

性
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。

14
年
10
月
9
日（
木
）と
、
15
年
1
月

15
日（
木
）に
行
っ
た
報
告
会
で
、「
追

大
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
春
・
秋

学
期
と
も
Ｍ
Ｖ
Ｐ（M

ost V
aluable 

P
roject

）に
輝
い
た
。ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
飼
育
す
る
と
い
う
も

の
で
、予
期
せ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
チ
ー
ム

の
団
結
力
で
乗
り
切
っ
た
こ
と
や
大
学
・

地
域
と
の
連
携
が
評
価
さ
れ
た
。15
年

度
は
11
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
講
す
る
。

対
象
は
全
学
生
だ
が
、参
加
条
件
の
説

明
会
は
1
月
に
終
了
。1
年
生
は
秋
学

期
開
講
の
2
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
履
修

可
能
。ま
た「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門
」の
履

修
を
推
奨
し
て
い
る
。

●
問
い
合
わ
せ
／
教
務
課

☎
0
7
2
・
6
4
1
・
9
6
1
4

平
成
26
年
度
秘
書
技
能
検
定
で

文
部
科
学
大
臣
賞（
団
体
の
部
）

T
o

p
ic

s

　

平
成
26
年
度
の
秘
書
技
能
検
定
で
、

本
学
が
文
部
科
学
大
臣
賞（
団
体
の
部
）

を
受
賞
し
た
。こ
の
賞
は
、団
体
受
験
校
・

事
業
所
の
中
か
ら
成
績
優
秀
な
実
施
団

体
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、平
成
26
年
度

は
2
0
3
0
団
体
の
う
ち「
3
団
体
」に

本
学
が
選
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
同
時
に
、個
人
の
部
に
お
い
て
も
、

本
学
4
年
生
の
上
田
可
通
子
さ
ん（
経

営
学
部
経
営
学
科
）と
鈴
木
紗
耶
香
さ
ん

（
心
理
学
部
心
理
学
科
）が
日
本
秘
書
ク

ラ
ブ
会
長
賞
を
受

賞
し
た
。
個
人
の

受
賞
は
、
約
6
万

人
の
合
格
者
の
中

か
ら
1
0
0
名
程

度
と
い
う
栄
誉
。

一
般
入
試
志
願
者
伸
び
率

日
本
一
へ
！

第
5
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
実
施

教育方法学研究
ハンドブック
井ノ口淳三

（国際教養学部）共著
2014年10月／学文社

追手門学院の履歴書
自分史を語る　大学編
追手門学院大学創立
50周年記念事業事務局

（学校法人追手門学院 総務部）編
2015年4月上旬予定

事業承継入門
第3巻

追手門学院大学
ベンチャービジネス研究所
（経営学部）編
2015年2月

震災と芸能
地域再生の原動力
橋本裕之（社会学部）
2015年4月上旬予定

リスクのもとでの
意思決定

坂上佳隆（経営学部）著
2015年3月

国際貿易理論の展開
林原正之（経済学部）著

2015年2月

上町学を創造する
よみがえる古都おおさか
追手門学院大学上町学

プロジェクト
（地域文化創造機構）著

2015年3月

［五十音順］BOOK INTRODUCTION 追手門学院大学 教員の著書
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2
0
1
5
年
2
月
18
日（
水
）、華
道

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
部
長　

佐

久
間
一
斗
さ
ん
が
、茨
木
市
立
男
女
共
生

セ
ン
タ
ー 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
よ
り
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
た
。2
0
1
4
年
12
月
20

日（
土
）に
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
で
開
催
さ

れ
た「
ロ
ー
ズ
W
A
M
+
摂
南
大
学
・

追
手
門
学
院
大
学
連
携
イ
ベ
ン
ト
」

に
て「
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
教

室
」を
実
施
、小
学
生
か
ら
高
齢
者
の

方
々
ま
で
約

50
名
の
参
加

が
あ
り
、
事

業
に
貢
献
し

た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。

A w a r d

追
手
門
学
院
大
学
出
版
会

第
28
回　

青
木
賞

藤
原
英
賢（
経
営
学
部
／
准
教
授
）

「
内
部
統
制
の
問
題
を
開
示
し
た
企
業
の

性
質
と
問
題
の
深
刻
度
に
関
す
る
研
究
」

授
与
元
／
一
般
社
団
法
人
日
本
内
部
監
査
協
会

　
　
　
　
（
14
年
9
月
25
日
）

団体名 開催時期 大会名等 実績

アメリカン
フットボール部

9月7日～
12月7日

関西学生アメリカン
フットボール連盟
秋季リーグ

2部Aブロック　第１位
入れ替え戦の結果2部リーグ残留

剣道部 11月16日
第６２回
全日本学生
剣道優勝大会

出場

硬式野球部 8月27日～
10月4日

阪神大学野球連盟
秋季リーグ戦 2部東　第3位

サッカー部 4月5日～
11月22日 関西学生サッカーリーグ 2部Bリーグ　第2位　

入れ替え戦の結果2部Aリーグ昇格

女子
サッカー部

9月14日～
11月1日

関西学生女子サッカー
秋季リーグ

2部リーグ　第1位　
1部リーグ昇格

少林寺拳法部 11月30日 少林寺拳法
全日本学生大会 3人掛けの部　第4位

漕艇部 10月31日～
11月2日

第25回関西学生
秋季選手権大会

女子ダブルスカルA　準決勝進出
男子舵手つきフォア　準決勝進出
男子シングルスカル　6位

卓球部 8月27日～
9月5日

関西学生
卓球秋季リーグ戦 4部C　第2位

チアリーダー部 1月16日～
18日

世界大学
チアリーディング
選手権大会

ALL GIRL部門　
第4位

日本拳法部
12月6日 白虎会優勝大会 女子有段の部　第2位

11月2日 大阪府民大会 弐段の部　第2位

バドミントン部 9月13日～
9月26日

関西学生バドミントン
秋季リーグ戦大会

6部　第1位　
5部リーグ昇格

ラグビー部 9月21日～
11月30日 関西大学リーグ Cリーグ　第5位

女子
ラグビー部

11月15日・
16日

大学女子7人制
ラグビーフットボール
交流大会

第3位

洋弓部

12月6日・
7日

第19回関西学生
アーチェリー
インドア選手権大会

第2位

9月12日～
14日

第53回全日本学生
アーチェリー
個人選手権大会

予選7位通過　
決勝ベスト16

2月14日・
15日

第24回
全日本室内選手権大会 出場

2月24日・
25日

第15回全日本学生室内
アーチェリー
個人選手権大会

出場

体育会・学生団体優秀実績一覧 ［9月～2月］
T

o
p

ic
s

T
o

p
ic

s

台湾エレクトロニクス
産業のものづくり

台湾ハイテク産業の組織的
特徴から考える日本の針路
神吉直人（経営学部）編著
2014年5月／白桃書房

証券アナリスト第2次レベル
通信教育講座テキスト2014
第6回 市場と経済の分析
櫻庭千尋（経済学部）著

2015年2月
公益社団法人

日本証券アナリスト協会

山口昌男
人類学的思考の沃野
橋本裕之（社会学部）共著

2014年10月
東京外国語大学出版会

デカルト全書簡集
第三巻（1638-1639）

武田裕紀
（基盤教育機構）訳
2015年2月／知泉書館

アメリカスのまなざし
─再魔術化される観光─
増崎恒（国際教養学部）共著

2014年12月
天理大学出版部

友達は永遠じゃない
社会学でつながりを考える
森真一（社会学部）著
2014年11月

ちくまプリマー新書

　

全
国
主
要
私
立
総
合
大
学
１
０
４
校

の
２
０
１
５
年
度
一
般
入
試
志
願
者
数

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、本
学
が
前
年
比

伸
び
率
全
国
１
位
と
な
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。教
育
情
報
会
社
の

大
学
通
信
が
3
月
4
日
付
で
発
表（
速

報
値
）し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、前
年
比

４
４
・６
％
の
伸
び

率
と
な
っ
て
お
り
、

2
位
の
東
洋
大
学

に
１
０
・８
ポ
イ
ン

ト
の
差
を
つ
け
て

い
る
。こ
こ
数
年
の

入
試
改
革
が
着
実

に
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
と
い
う
。

　

2
0
1
4
年
11
月
29
日（
土
）、ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
は「
第
5
回 

追
大
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」第
2
次
審
査「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発

表
会
」を
開
催
。当
日
は
1
次
審
査
を
通

過
し
た
19
組
の
本
学
学
生
及
び
追
手
門

学
院
大
手
前
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、独

自
に
考
え
た
プ
ラ
ン
を
審
査
員
と
観
客

の
前
で
発
表
し
た
。優
秀
賞
に
は
、か
か

と
を
折
り
た
た
ん
で
靴
底
に
収
納
で
き

る
ハ
イ
ヒ
ー
ル「
フ
リ
ー
ヒ
ー
ル
」を
考
え

た「
T
e
a
m
フ
リ
ー
だ
ー
！
」が
決
定
。

15
年
度
に
も
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
実
施
予
定

で
、募
集
は
8
月
か
ら
開
始
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ
／
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
所（
中
央
棟
１
Ｆ
）

☎
0
7
2
・
6
4
1
・
7
3
7
4

venture@
m
l.otem

on.ac.jp

順位 大学 志願者数 昨年最終 昨年比

1 追手門学院大学 7,112 4,917 144.6%

2 東洋大学 83,407 62,357 133.8%

3 拓殖大学 12,677 9,767 129.8%

4 大阪産業大学 3,193 2,485 128.5%

5 成城大学 17,434 13,691 127.3%

●2015年私大志願者数／昨年比順

※大学通信調べ （3月4日付・速報値）

平
成
26
年
度
秋
の
叙
勲

遠
山
嘉
博（
名
誉
教
授
）

瑞
宝
中
綬
章

授
与
元
／
総
務
省

　
　
　
　
（
14
年
11
月
3
日
）
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